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研究成果の概要（和文）：保育者養成校や保育現場で使われている「子どもの歌」の理論的・実践的分析を行
い、作曲家の立場から「弾きにくい」「歌いにくい」「音楽的でない」点を理論的に解明して新しい編曲を開発
した。それらの作品は、連携研究者とともに大学授業での試行を繰り返した。学生は今まで諦めていた曲が「弾
きやすい伴奏」に編曲されたことで演奏できるようになり、「美しい音色の変化」にも気づくようになった。そ
れは「子どもの歌」が作曲家によって編曲された賜物である。保育者養成校の教員や保育者も「伴奏」の世界に
興味を持って「新しい子どもの歌」に取り組み、「編曲」による可能性がさらに広がった。

研究成果の概要（英文）：Using both theoretical and practical analysis of children’s songs used in 
child-care worker training schools and the child-care workplace, a new arrangement was devised 
through theoretical clarification of points that, from the point of view of a musical composer, were
 considered 1) difficult to play 2) difficult to sing 3) unmusical. Tests were conducted on the 
newly developed works in university lectures together with fellow researchers. Students opined that 
the newly arranged songs had accompaniments that were easier to play than before, allowing them to 
play songs that had hitherto been impossible for them, and also claimed that the arrangements 
sounded better. This was a positive result from the point of view of the composer that arranged the 
children’s song. It also prompted child-care worker training school educators and child-care 
workers to show greater interest in musical accompaniment and attempt new children’s songs, showing
 how arrangement can unlock hidden potential.

研究分野： 作曲、音楽理論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、わが国で等閑視されてきた保育系音楽の向上を目指すために保育者養成校の教員や学生、保育者が
容易に演奏できる「新しい子どもの歌」を開発し、その試行や、本実施にできるだけ多くの参加者を得ることに
よって、保育系音楽の授業および保育現場での音楽の質的向上を図ることが意図されている。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 わが国の保育者養成校におけるピアノ教材として、現在でも多くの大学で使用しているバイ
エルピアノ教則本ができたのは、日本の江戸時代である。200 年前の教科書が現代の授業に通
用するのであろうか？同様にピアノ弾き歌い教材としてさまざまな「子どもの歌」の曲集があ
る。これも数十年間変わらず同じ本が使われている。慣れと問題意識の希薄なまま時間が経過
したのであるが、以下のような理由が考えられる。第１は、編曲の良し悪しがわからない場合
である。保育者養成に関わる教員や保育者が音楽の理論的な理解に乏しい、あるいは興味がな
い。そのため「良い編曲」と「良くない編曲」の見極めが難しい。第２は、編曲に問題がある
場合である。学生は、弾きたい曲が難しい曲だったら弾けない。ところが調べてみると「難し
い」と思われている曲が、実は「理論的に間違った編曲」によって「難しくなってしまってい
る」ことが多い。無理な運指・指の跳躍により、かえって読譜を難しくしているのである。第
３は、編曲の性格上、統一した見解が無い場合である。「子どもの歌」は単純で編曲しやすい
と考え、作曲の専門家でない人が多くの簡易伴奏を編曲している。保育現場ではそれを編曲の
良し悪しにかかわらず使用している。 
 
２．研究の目的 
 幼稚園教諭・保育士（以下保育者）養成校における音楽の研究・教育や授業を担当して疑問
に思うことがある。なぜ「子どもの歌」の伴奏の編曲は、作曲家が体系的にまとめていないの
だろうか？作品を理論的に分析して問題提起する人がいないことに気づいたのである。保育に
おける音楽はピアノが主体である必要はない。しかし保育者をめざす学生が卒業まで避けて通
れないのもピアノである。それならば、作曲家の手でより考えられた編曲を行い、できる限り
洗練された弾きやすい伴奏があっても良いはずである。本研究では「子どもの歌」の伴奏にお
ける問題点を明らかにし、理論的に編曲をし直して「子どもの歌」を一新する。保育者養成に
関わる教員や学生および保育者に新しい編曲による「新しい子どもの歌」の浸透を図りたい。 
 
３．研究の方法 
 芸術的創造性を育む教育支援プログラム「新しい子どもの歌の編曲」開発と具体化を、以下
の手順で行う。（１）が理論的準備段階、（２）が開発段階、（３）が試行段階、（４）が実施段
階である。 
（１）保育者養成校および保育現場で使用されている「子どもの歌」弾き歌いテキストの編曲
の研究。 
（２）保育者養成校および保育現場で必要とされている「子どもの歌」をリストアップして編
曲の可能性を検討、編曲を開始。「新しい子どもの歌」の開発。 
（３）保育者養成校および保育現場で、「新しい子どもの歌」を試行、課題の把握。 
（４）「新しい子どもの歌」の本実施と分析、学会発表、作品発表。 
 
４．研究成果 
（１）理論的準備段階 
 連携研究者の協力により、附属幼稚園などに出向いて保育現場で使用されている「子どもの
歌」弾き歌いテキストを多数収集することができた。近年、ピアノの代わりに CD 伴奏を使用す
る園が多い。保育者養成校の学生の多くがピアノ未経験のため、取材した教員は授業レベルの
低下について危機感を持っていた。 
（２）開発段階 
 理論的準備段階での問題点をもとに、全く楽譜が読めない学生が飛躍的に演奏可能になるた
めの「新しい子どもの歌」の編曲に向けて始動する。左手の音を少なくするのはもちろんであ
るが、無理な運指や指の跳躍をできる限り減らしても、豊かな響きは維持することを心がけた。 
 保育現場においては、子どもたちが音楽的に美しい伴奏として記憶に残る編曲をめざした。 
（３）試行段階 
 連携研究者とともに各大学での試行を行う。学生に「新しい子どもの歌」の編曲を提示し、
「オリジナル」と「編曲」のどちらかを選んで演奏してもらう。選んだ理由や演奏後の感想も
聴取した。その結果、やや弾ける学生は「オリジナル」の良さも理解していたが、彼らも含め
て数多くの学生が「編曲」によって弾きやすくなり、音色の美しさにも気づいていることが判
明した。 
（４）実施段階 
 「新しい子どもの歌の編曲」を進めていくうちに、新たな問題が浮上した。著作権の関係で
編曲が認められない場合が多いことである。もちろん著作権者の了承を得られなかった時に作
品を使用できないのは当然であるが、連携研究者から、作曲家に直接コンタクトを取っても断
られる場合が多かったと聞き、同じ作曲家として、「編曲」のハードルの高さを実感した。今後、
「新しい子どもの歌の編曲」で開発した作品から 50曲程度を選曲、出版したいと考えている。 
 並行して、連携研究者（主宰）とともに、「子どもの歌を考える会」を立ち上げ、広く子ども
たちから詩を募集して「新しい子どものための歌」を作曲する試みを行っている。現在まで、4
回の演奏会を開催、生き生きとした子どもの歌が誕生している。 
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